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研究成果の概要（和文）： 

 局所体の絶対ガロワ群の分岐群によるフィルトレイションによる次数商の構造を調べた。さ
らに正標数の代数多様体のℓ進層に対し、ある条件の下でその特性多様体を定義し、その特性類
を特性多様体と 0 切断の交点積として表した。 

局所体上の任意の多様体の構成可能層に対しスワン類を定義し、リーマン・ロッホ型公式を
相対的な形で証明した。 

正標数の局所体の絶対ガロワ群のℓ進表現の局所フーリエ変換の誘導表現としての明示的表
示を、ある条件のもとで与えた。 

ヒルベルト保形形式にともなう p 進表現に対し、p をわる素点での p 進ホッジ理論の意味で
の局所ラングランヅ対応との整合性を証明する論文を完成し発表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

I studied the structure of graded quotients of the filtration by ramification groups of the 

absolute Galois group of a local field. Using this, I defined the characteristic variety of an 

l-adic sheaf under some condition and computed the characteristic class as the 

intersection product with the 0-section. 

For an arbitrary constructible sheaf on a variety over a local field, I defined the Swan 

class and proved a formula of Riemann-Roch type formula in a relative version. 

I computed explicitly as an induced representation the local Fourier transform of an 

l-adic representation of the absolute Galois group of a local field of positive characteristic, 

under a certain assumption. 

For the p-adic Galois representation associated to a Hilbert modular form, I published a 

paper establishing the compatibility with the local Langlands correspondence at a prime 

dividing p in the sense of p-adic Hodge theory. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) スキームの分岐理論において、代数曲線
上のℓ進層のオイラー数を与えるグロタンデ
ィーク・オッグ・シャファレヴィッチの公式
の高次元化は、1960 年代にエタール・コホ
モロジーが定義されて以来の基本的問題で
あったが、永い間、散発的な結果しか得られ
ていなかった。 

(2) (1)の問題に関してまず、層の分岐を表す
基本的な不変量であるスワン類を、研究分担
者の加藤和也氏と協力して定義した。そして、
それを用いてコホモロジーのオイラー数や
導手を表す公式を与え、スワン類と特性類と
の関係も調べた。 

(3) 一方、剰余体が完全とは限らない局所体
のガロワ群の分岐群によるフィルトレイシ
ョンを、海外研究協力者のアベス氏と協力し
て定義した。これの次数商の可換性など、基
本的な性質のいくつかを証明した。 

(4) これまでの特性類や分岐群の研究で、対
角的に埋め込まれた分岐因子でのブローア
ップを調べるという、分岐理論における新し
い方法の有効性が明らかになってきた。 

 

２．研究の目的 

(1) 分岐を表す基本的な不変量である、スワ
ン類や特性類の性質を、局所的に明らかにす
ることが最大の目標である。 

(2) (1)の問題は、局所体の分岐群と密接に関
連するものであり、まずこのフィルトレイシ
ョンによる部分商の構造を捉える。 

(3) (2)の結果をうけて、ℓ進層の特性多様体
を定義し、ℓ進超局所解析の理論の構築を図
る。 

(4) そのほか、分岐理論と深く関係する整数
論の問題、特に局所体のガロワ表現の分岐と
関係した問題への応用を研究する。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究は、純粋数学の理論的研究である
ので、特別な実験装置などは必要なく、十分
な時間をかけてじっくり問題ととりくむの
が、基本的な研究方法である。 

(2) さまざまな背景をもつ研究者と直接交
流して議論することは、研究を進めていくう
えで、非常に有効である。そのため、研究集
会の主催や参加、あるいは研究者の招へい等
を積極的に行った。 

(3) また、既存あるいは新規の文献から学ぶ

ことも、大変重要である。数論幾何関係図書
等を購入し、その中から、必要な知識や新し
い着想を見出すことができる。 

 
４．研究成果 
(1) 正標数の代数多様体のガロワ被覆の境界

における分岐は、余接束をひねったもののア

ルティン・シュライエル被覆を定めることを

証明した。このことから、次のような分岐理

論における重要な帰結を導いた。等標数の局

所体の絶対ガロワ群の分岐群によるフィル

トレイションによる次数商はアーベル群で

あり、p 倍すると 0 であり、その指標群は微

分形式の加群で捉えられる。この結果は、混

標数の場合にも拡張できる。また、正標数の

代数多様体のℓ進層に対し、ある条件の下で

その特性多様体を対数的余接束上の輪体と

して定義し、その特性類が特性多様体と 0 切

断の交点積として表される。 

 この結果は、まだ部分的なものではあるが、

一般の階数の層に対し、ℓ進超局所解析とい

う分野を開くものであり、今後の発展が大き

く期待できるものである。対角的に埋め込ま

れた分岐因子でのブローアップという新し

い方法の有効性を示すものであり、微分方程

式など隣接分野での研究課題も示唆するも

のである。 

(2) 局所体上の多様体上のスムーズなℓ進層
のスワン類に対し、切除公式を証明した。こ
のことから、次のような分岐理論における重
要な帰結を導いた。スワン類の定義を構成可
能層に拡張した。さらに、局所体上の任意の
多様体の構成可能層のスワン類に対し、リー
マン・ロッホ型公式を相対的な形で証明した。
これは、以前の研究で得られていた導手公式
を大幅に拡張するものである。 

 ℓ進層に対するリーマン・ロッホ型公式の
問題は、1960 年代にエタール・コホモロジ
ーが導入されて以来の懸案であり、これを解
決したことは、この分野における非常に大き
な成果と言える。 

(3) 正標数の局所体の絶対ガロワ群のℓ進表
現の局所フーリエ変換の誘導表現としての
明示的表示を、ある条件のもとで与えた。 

(4) ヒルベルト保形形式にともなう p 進表現
に対し、p をわる素点での p 進ホッジ理論の
意味での局所ラングランヅ対応との整合性
を証明する論文を完成し発表した。この結果



は、有理数体の絶対ガロワ群の 2 次元法 p 表
現の保形性に関するセール予想の証明の中
で、重要な役割を果たすものである。 
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